
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
御
清
栄
に
御
活
躍
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
平
素
は
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と

御
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
、
本
校
は
創
立
二
十
八
年
を
迎
え
、
こ
の
た
び
あ
ら
た
に

中
学
生
、
高
校
生
が
巣
立
ち
、
一
つ
年
輪
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の

学
校
規
模
、
教
育
内
容
等
、
ま
す
ま
す
立
派
な
学
校
と
し
て
、
地

元
を
は
じ
め
社
会
的
に
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
に
は
、
そ
の
よ
う
な
本
校
の
姿
を
誇
り
に

思
い
、
自
ら
の
さ
ら
な
る
活
動
の
励
み
に
し
て
い
た
だ
き
た
く
思

い
ま
す
し
、
ま
た
、
皆
様
の
社
会
で
の
活
躍
ぶ
り
が
後
輩
で
あ
る

本
校
の
生
徒
た
ち
の
日
々
の
勉
学
に
き
っ
と
力
を
与
え
て
く
れ

る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

後
輩
た
ち
は
今
年
も
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、
め
ざ
ま
し
い

成
果
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
学
生
に
あ
っ
て
は
見
事
な
体
育

祭
や
文
化
祭
を
演
じ
、
部
活
動
に
お
い
て
も
吹
奏
楽
部
や
放
送
部

を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
部
が
前
年
に
な
い
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
個
々
人
に
お
い
て
も
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
賞
が
あ
り
ま

し
た
。

高
校
生
た
ち
も
ま
た
進
路
実
現
に
向
け
て
安
定
し
た
結
果
を
示

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
部
活
動
の
実
績
で
は
全
国
大
会
へ
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
テ
ニ
ス
、
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
、
放
送
、
将
棋
が
全
国
大
会
の
舞
台
に
上
り
ま

し
た
。

南
草
津
駅
の
構
内
に
あ
る
シ
ョ
ー
ケ
ス
内
に
は
、
い
つ
も
光
泉

の
華
道
部
の
活
花
や
生
徒
の
創
作
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
気

づ
き
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
他
に
も
地
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、
生

徒
会
に
よ
る
防
犯
の
啓
発
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
く
れ
る
生
徒

た
ち
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち
の
が
ん
ば
り
に
応
え

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
同
窓
会
発
展
の
た
め
に
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま

し
て
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、私
こ
と
、昨
年
５
月
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
光
泉
中
学
・

高
等
学
校
同
窓
会
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
松
本
と
申
し
ま
す
。

９
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
同
窓
会
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
れ
た
、

和
田
会
長
の
後
を
引
き
継
い
で
、
後
任
を
お
引
き
受
け
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
母
校
の
様
子
で
す
が
、
進
学
校
と
し
て
の
成
果

は
着
実
に
伸
び
て
お
り
、
教
職
員
の
皆
様
と
後
輩
達
の
努
力
の
結

果
、
多
く
の
後
輩
が
国
公
立
大
学
や
難
関
私
立
大
学
へ
の
進
学
を

は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
た
ち
の
目
指
す
進
路
を
し
っ
か
り
と

決
め
、
未
来
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
部
活
動

に
お
き
ま
し
て
も
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
13
年
連
続
で

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
出
場
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
５
年

連
続
花
園
出
場
、
男
子
テ
ニ
ス
部
は
全
国
選
抜
大
会
出
場
、
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
放
送
部
は
全
国
大
会
出

場
、
高
文
祭
で
上
位
入
賞
を
は
た
し
、
将
棋
部
は
新
人
大
会
に
出

場
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

母
校
の
後
輩
た
ち
の
活
躍
は
、
私
た
ち
同
窓
生
に
と
っ
て
こ
の

う
え
な
い
喜
び
で
あ
り
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
後
輩
の
活
躍
ぶ
り

が
報
道
さ
れ
る
た
び
に
、
学
生
時
代
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
、

卒
業
生
の
一
人
と
し
て
本
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
感

じ
ま
す
。
今
後
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
2
0
1
5
年
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日

本
が
３
勝
を
あ
げ
る
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
っ
た
も
の
の
、

世
界
の
不
安
定
な
情
勢
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
1
年
で
も
あ

て
、
教
職
員
も
ま
た
日
々
情
熱
を
も
っ
て
実
に
精
力
的
に
指
導
し

て
い
ま
す
。

上
述
の
日
常
の
活
動
に
加
え
、
皆
様
も
経
験
さ
れ
た
よ
う
に
ミ

サ
や
ス
ク
ー
ル
ア
ワ
ー
で
の
聖
書
の
学
び
、
あ
る
い
は
多
く
の
講

話
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
豊
か
な
心
を
培
っ
て
い
ま
す
。
祈
り

の
ひ
と
と
き
や
聖
書
の
世
界
は
、
人
の
営
み
や
人
知
を
超
え
る
存

在
を
、
私
た
ち
人
間
に
意
識
さ
せ
、
畏
敬
の
念
を
抱
か
せ
ま
す
。

ま
た
講
話
を
通
し
て
、
人
生
経
験
あ
る
人
の
話
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
視
野
を
広
め
、
自
分
自
身
を
客
観
的
に
見
つ
め
る
こ
と
は
大

変
意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
校
が
掲
げ
る
教
育
目
標
の
一
つ
に
「
創
造
性
豊
か
な
国
際
人

の
育
成
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
今
年
も
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ト
ロ
イ
ト
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
英
語

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
高
校
二
年
で
実
施
す
る
修
学
旅
行
で
は
グ

ア
ム
島
に
赴
い
て
、
英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ

め
、
地
域
の
村
で
の
交
流
や
グ
ア
ム
大
学
で
の
英
語
研
修
に
よ
り
、

異
文
化
理
解
を
深
め
、
よ
り
幅
広
い
人
材
の
育
成
の
機
会
と
場
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

セ
ン
ト
・
ジ
ョ
セ
フ
高
校
の
生
徒
の
来
訪
を
受
け
、
短
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
文
化
祭
へ
の
参
加
な
ど
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
母
校
の
様
子
と
近
況
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
詳
し
く
は
ぜ
ひ
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
覧
い
た
だ
き
た

く
思
い
ま
す
し
、
時
に
は
母
校
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
教
職

員
と
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
同
窓
会
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
、
か
ね
て
よ

り
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
生
の
組
織
を
、
な
ぜ
「
窓
」
に

象
徴
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
。
蛍
の
光
と
窓
辺
の
雪
の
明
る

さ
を
灯
火
が
わ
り
に
し
て
苦
学
し
た
と
い
う
、あ
の
「
蛍
雪
の
功
」

の
故
事
を
ま
ず
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
学
び
と
窓
と
の
結
び
つ
き

が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ま
た
、
違
っ
た
見
方
も
出
来
ま
す
。

と
言
い
ま
す
の
も
、
窓
と
い
う
の
は
外
の
世
界
を
見
る
場
所
で
あ

り
、
そ
こ
は
、
や
が
て
社
会
に
雄
飛
す
べ
き
青
少
年
が
志
を
抱
き
、

そ
の
ま
な
ざ
し
を
近
未
来
へ
は
せ
る
場
所
で
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
窓
辺
に
寄
り
添
っ
て
、
共
に
将
来
の
夢
を
語
り
合
っ
た

こ
と
の
象
徴
が
「
同
窓
」
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
校
に
関
す
る
組
織
で

会
員
の
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
増
え
続
け
る
組

織
と
い
う
の
は
同
窓
会
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
光
泉
中
学
・
高
等
学

校
同
窓
会
が
齢
を
重
ね
な
が
ら
、
一
層
、
充
実
し
た
活
動
を
さ
れ

る
こ
と
を
祈
念
す
る
次
第
で
す
。

本
校
に
お
き
ま
し
て
も
、
さ
ら
な
る
教
育
の
質
の
向
上
と
発
展

を
目
ざ
し
、
会
員
の
皆
様
の
期
待
に
添
い
た
く
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
母
校
に
対
し
て
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

り
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
国
の
台
頭
に
よ
る
テ
ロ
や
日
本
人
の
殺
害
、

北
朝
鮮
の
核
開
発
等
、
戦
後
70
年
の
節
目
を
迎
え
た
日
本

の
中
で
、
私
た
ち
が
多
様
化
す
る
世
界
の
情
勢
を
し
っ
か

り
と
見
極
め
、
自
分
な
り
の
考
え
を
持
つ
必
要
が
あ
る
時

代
が
来
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
母
校
で
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
に
基
づ
く
人
格
形
成
を
掲
げ
、
一
人
ひ
と
り

が
自
己
を
み
つ
め
ら
れ
る
よ
う
、
心
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
こ
の
激
動
の
時
代
に
お
い
て
も
、
し
っ
か
り
と
自
分
の

生
き
方
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
礼
拝
等
で
母
校
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
る
ペ

ト
ロ
神
父
は
、
聖
書
の
中
の
「
わ
た
し
（
神
）
は
今
日
、
生
と
死
、

祝
福
と
呪
い
を
あ
な
た
の
前
に
置
く
」
の
一
文
を
示
さ
れ
、
人
生

に
は
「
選
ぶ
こ
と
」
が
多
い
。
絶
え
ず
分
岐
点
に
立
た
さ
れ
選
択

し
て
い
る
。
こ
の
道
を
通
る
か
、
あ
の
道
か
。
日
々
、
こ
の
何
で

も
な
い
よ
う
な
選
び
の
中
か
ら
人
生
の
大
き
な
隔
た
り
が
現
れ
て

く
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。（
祈
り
の
園
よ
り
）

安
易
な
道
を
選
ぶ
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り
と
判
断
が
出
来
る
よ

う
、
自
己
を
磨
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
の
同
窓
会
は
、
和
田
会
長
が
進
め
て
こ
ら
れ
た
同
窓
会
に

よ
る
「
光
泉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
」
の
更
な
る
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。
各
学
年
・
ク
ラ
ス
に
よ
る
個
別
の
集
ま
り
や
総
会
を
通
じ

て
、
学
年
の
つ
な
が
り
を
強
固
な
も
の
と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は

も
と
よ
り
、
学
年
の
枠
を
超
え
た
縦
と
横
の
つ
な
が
り
を
作
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
方
も
時
に
は
母
校
を
訪
ね
、
学
生
時
代
に
想
い

を
馳
せ
、
同
窓
会
の
目
的
で
あ
り
ま
す
会
員
の
親
睦
等
が
図
ら
れ

ま
す
よ
う
、
是
非
同
窓
会
活
動
の
活
性
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
永
年
会
長
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
和
田
前
会
長
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
同
窓
の

先
輩
方
、
後
輩
諸
君
、
保
護
者
の
皆
様
、
教
職
員
の
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

校
長
挨
拶

会
長
挨
拶

校
長
　
北
澤
　
和
夫

会
長
　
松
本
　
貴
臣
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総会での様子

科　　　目 予　算　額 前年度決算 前年度予算 備　　　考

収入の部 （単位：円）

繰 越 金 11,986,625 10,732,631 10,732,631

会 費 2,358,000 2,592,000 2,610,000 6,000×393名（中学103名、高校290名分）

同窓会サイト広告料 25,920 25,200 25,200

利 息 0 1,138 0

合 計 14,370,545 13,350,969 13,367,831

支出の部 （単位：円）

事 業 費 1,750,000 1,038,130 1,750,000

会 報 発 行 費 55,000 54,000 55,000

総 会 親 睦 会 費 250,000 131,802 250,000

事 務 費 350,400 140,412 175,200

慶 弔 費 50,000 0 50,000

繰 越 額 11,915,145 11,986,625 11,087,631

合 計 14,370,545 13,350,969 13,367,831

事業費内訳（概要） （単位：円）

部 活 激 励 金 500,000 463,000 500,000

親 睦 補 助 300,000 30,000 300,000

入 会 記 念 品 600,000 531,530 600,000

子 女 記 念 品 50,000 3,600 50,000

講 話 集 贈 呈 費 用 300,000 10,000 300,000

合 計 1,750,000 1,038,130 1,750,000

平成26年度　同窓会収支決算書平成27年度予算

科　　　目 予　算　額 決　算　額 備　　　考

収入の部 （単位：円）

繰 越 金 10,732,631 10,732,631

26年 度卒業生会費 2,610,000 2,592,000 ＠6,000×432名（中学83名、高校349名）予算は435名で計算

同窓会サイト広告料 25,200 25,200

利 息 0 1,138

合 計 13,367,831 13,350,969

支出の部 （単位：円）

事 業 費 1,750,000 1,038,130

会 報 発 行 費 55,000 54,000

総 会 親 睦 会 費 250,000 131,802

事 務 費 175,200 140,412

慶 弔 費 50,000 0

次 年 度 繰 越 額 11,087,631 11,986,625

合 計 13,367,831 13,350,969

次年度繰越額内訳

現 金 0

ゆ う ち ょ 銀 行 3,260,174

滋 賀 銀 行 2,718,451

定 期 預 金 6,008,000

残 高 11,986,625

定期預金の増減 （単位：円）

繰 越 額 4,608,000 4,608,000

今 年 度 増 加 分 1,400,000 1,400,000

今 年 度 満 期 分

合 計 6,008,000 6,008,000

会計期間：平成26年４月１日～平成27年３月31日平成27年４月１日～平成28年３月31日

景品は、電化製品やお菓子、日用雑貨など様々。
ビンゴした人からくじを引き、当たった商品をもらいま
す。多くの同窓生や先生方が参加してくれました。

平成27年度同窓会親睦会
次は2018年開催です！

平
成
28
年
度

光
泉
中
学
・
高
等
学
校
同
窓
会

総
会
お
よ
び
懇
親
会
報
告

本
年
度
の
総
会
は
、
８
月
23

日
（
日
）
に
母
校
チ
ャ
ペ
ル
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
森
氏
（
24
期
生
）

の
司
会
進
行
の
も
と
、
同
窓
会

会
長
の
和
田
氏
（
15
期
生
）
と

学
校
代
表
の
北
澤
校
長
の
挨
拶

に
続
き
、
議
長
の
窪
田
氏
（
９

期
生
）
に
よ
っ
て
議
事
が
進
行

さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業

報
告
・
決
算
報
告
、
役
員
の
選

出
、
本
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
、
の
５
つ
の
議
案
に
対
し
て

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

役
員
の
選
出
で
は
、
以
下
の

よ
う
に
役
員
が
選
出
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

会
長　

松
本
貴
臣�（
11
期
生
）

副
会
長　

西
澤
大
海
（
１
期

生
），
廣
島
伸
彦
（
15
期
生
）

会
計　

西
澤
大
海
（
１
期

生
），
竹
中
佳
澄
（
17
期
生
）

ま
た
、
会
計
の
西
澤
氏
か
ら

昨
年
度
の
決
算
報
告
、
本
年
度

の
予
算
の
説
明
が
あ
り
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
平

成
26
年
度
決
算
と
27
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
別
表
参
照
）

総
会
の
開
催
の
お
知
ら
せ
や

参
加
受
付
に
関
す
る
情
報
は
、

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
っ
て
行
っ

て
お
り
ま
す
。
光
泉
中
学
・
高

等
学
校
同
窓
会
の
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｋ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
に
つ

き
ま
し
て
は
、
光
泉
中
学
・
高

等
学
校
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.j-1st.jp/ala/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
場
所
を
食
堂
に
移

し
、
親
睦
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
松
本
会
長
、
筧
事
務
長
か

ら
の
開
会
の
ご
挨
拶
、
寺
田
教

育
統
括
管
か
ら
乾
杯
の
ご
発
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
後
、
出

席
教
員
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。〈
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

先
生
方
（
敬
称
略
）：
筧
、
寺

田
、
南
部
、
池
尻
、
石
橋
、
後

藤
（
薫
）、
村
上
（
洋
）、
窪
田
、

西
澤
、
奥
村
〉

お
越
し
い
た
だ
い
た
先
生
方

と
昼
食
を
共
に
し
な
が
ら
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
、
懐
か
し

い
話
に
花
を
咲
か
せ
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
母
校
の

近
況
報
告
と
し
て
学
校
紹
介
ビ

デ
オ
が
放
映
さ
れ
た
後
、
当
日

ご
出
席
い
た
だ
け
な
か
っ
た
先

生
方
か
ら
も
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
頃
、

恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
何
が
当
た
る
か

は
ビ
ン
ゴ
の
後
に
く
じ
を
引
い

て
決
ま
る
た
め
、
後
半
に
な
っ

て
も
ま
だ
ま
だ
豪
華
商
品
が
当

た
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
最

後
ま
で
熱
い
勝
負
が
続
き
ま
し

た
。

懇親会の様子
美味しい料理を囲んで、話が弾みます。
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中学 高校

応援合戦。一致団結した勢いが伝
わってきます。

3年生「サウンドオブ
ミュージック」熱演！

３年生キャップ壁画「エコをルーティ
ンに！～Bello！エコdays！～」

１年生は合唱。声を合わせて。

２年生の展示のテーマは
「アレッなんでだろう？～
身近な科学を楽しもう～」

・平成27年度滋賀県中学校秋季総合体育大
会テニス競技　団体優勝
・近畿私立中学校テニス大会　４位
・全国選抜中学校テニス大会近畿地区予選
出場
・平成27年度全国私立中学校テニス選手権
大会　出場

・第95回全国高校ラグビーフットボール大会
滋賀県予選　優勝
・第95回全国高等学校ラグビーフットボール
大会　２回戦敗退
・第68回滋賀県民体育大会ラグビーフット
ボール大会　優勝
・第67回近畿高等学校ラグビーフットボール
大会　出場

・平成27年度秋季高等学校総合体育大会バ
スケットボール競技　優勝

・平成27年度第46回全国高等学校バス
ケットボール選抜優勝大会　２回戦敗退

・第68回滋賀県民体育大会バスケットボー
ル大会　優勝

・第26回近畿高等学校バスケットボール新
人大会　出場

・第38回全国選抜高校テニス大会近畿地区
予選（男子）　５位入賞
・第38回全国選抜高校テニス大会　出場
・第10回近畿私学高校テニス大会　団体戦
準優勝
・全国私学高校テニス大会　５位

・第62回近畿高等学校バドミントン選手
権大会滋賀県予選会　ベスト８（個人）
・第62回近畿高等学校バドミントン選手
権大会　出場

・平成27年度秋季高等学校総合体育大会
フィギュアスケート競技　
　ジュニア選手権女子の部　優勝・準優勝
・第65回全国高等学校スケート選手権大
会　出場

・平成27年度秋季高校文化祭将棋部門　出場
　団体戦　Ⅰ部リーグ準優勝，個人戦　Ⅰ部
リーグ準優勝・３位

・第36回滋賀県高等学校総合文化祭放送部門
アナウンス部門・朗読部門・オーディオピク
チャー部門　優勝

・第20回北信越・東海・近畿地区ブロック予選会　
　準優勝
・第65回全国高等学校アイスホッケー競技選手権大会　
２回戦敗退
・第71回国民体育大会冬季大会（少年の部）　６位

・第36回中学アイスホッケー
大会　出場

テニス部

アイスホッケー部

ラグビーフットボール部

男子バスケットボール部

男子テニス部

フィギュアスケート

将棋部

放送部

アイスホッケー部

バドミントン部

文化祭

体育大会体育祭

光凜祭

台風の目。クラスの団結力
と４人のチームワーク！

大縄跳び。クラス
の団結力で、少し
でも多く！

各クラスでデザインし
たＴシャツを背に、い
ざ勝負！

今 年 の テ ー マ は 、
「LINK～僕たちが
繋ぐこの瞬間～」

二人三脚リレー。２人の力を合わ
せて次につなぎます。

綱引き。学年の力を合わせて！

舞台発表の優勝は、心をひとつにして取
り組んだ２年生！

有志発表では音楽やバトント
ワリングなど、磨いた個性が
輝きました！

校内の階段を装飾！優勝作
「四季とトトロ」

来日したSt.Joseph college 
の生徒たちと生け花体験。

台風の目。４人の
チームワーク！

クラス対抗リレー。
クラスの思いをの
せて全力疾走。

手足がしっかり揃ったすば
らしい行進。
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た
ち

光
泉
中
学・高
等
学
校
を
卒
業
し
た
井
上
雅
由
で
す
。

中
学
の
頃
か
ら
絵
が
得
意
で
、将
来
も
絵
に
関
連
し
た
道
に
進
も

う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。高
校
に
入
学
し
て
す
ぐ
、漫
画
家
を
目
指
す

よ
う
に
な
り
、そ
こ
で
１
年
の
休
学
を
貰
い
、そ
の
間
独
学
で
漫
画
を

描
き
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
1
年
の
終
わ
り
ご
ろ
、ジ
ャ
ン
プ
ス
ク
エ
ア
で

準
入
選
を
受
賞
し
、ま
た
光
泉
の
1
年
生
と
し
て
復
学
し
ま
し
た
。

高
校
時
代
は
、物
語
を
描
く
為
の
礎
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
，

特
に
図
書
館
を
よ
く
利
用
し
て
い
ま
し
た
。頻
繁
に
新
書
が
追
加
さ

れ
る
の
で
便
利
だ
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。16
歳
で
受
賞

し
、17
、18
歳
と
、１
年
に
１
本
ペ
ー
ス
で
読
み
き
り
を
ジ
ャ
ン
プ
ス
ク

エ
ア
に
掲
載
し
て
い
き
ま
し
た
。本
来
は
そ
の
ま
ま
大
学
に
進
学
せ

ず
、漫
画
家
と
し
て
卒
業
後
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す

が
、人
生
経
験
の
浅
い
私
に
描
け
る
物
語
は
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、

ス
ラ
ン
プ
に
陥
り
ま
し
た
。そ
う
し
て
ウ
ジ
ウ
ジ
し
て
い
る
私
に
、担
任
の
先
生
が
大
学
進
学
へ
の
道

を
示
し
て
く
だ
さ
り
、自
分
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
も
、総
合
大
学
で
あ
る
筑
波
大
学
へ
の
進
学

を
決
め
ま
し
た
。当
初
は
、自
分
の
成
績
と
学
力
で
筑
波
大
学
な
ん
て
無
理
な
の
で
は
、と
不
安
に
な

り
、身
の
丈
に
あ
わ
な
い
大
学
を
志
望
し
て
落
ち
た
ら
恥
ず
か
し
い
と
、あ
き
ら
め
て
し
ま
お
う
か
と

考
え
た
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、担
任
の
先
生
に
限
ら
ず
、各
分
野
の
先
生
方
が
面
接
や

推
薦
書
の
指
導
を
熱
心
に
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
自
信
と
勇
気
に
つ
な
が
り
、無
事
、恐
れ
て
い
た

面
接
も
終
え
、志
望
し
て
い
た
筑
波
大
学
へ
進
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

現
在
、私
は
筑
波
大
学
の
芸
術
専
門
学
群
に
所
属
す
る
３
年
生
と
な
り
、目
下
現
実
と
夢
の
狭
間

で
揺
れ
て
い
ま
す
。漫
画
は
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
も
、１
年
に
一
本
の
ペ
ー
ス
で
発
表
し
続
け
、そ
の

ほ
か
に
も
、書
籍
の
カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
や
、映
像
制
作
な
ど
も
手
掛
け
、忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

悩
み
と
い
え
ば
、大
学
に
入
っ
た
お
か
げ
で
、一
本
し
か
な
か
っ
た
人
生
の
選
択
肢
が
大
幅
に

増
え
、漫
画
家
以
外
に
、大
手
の
広
告
代
理
店
や
企
業
で
働
く
き
っ
か
け

が
掴
め
る
よ
う
な
現
状
に
あ
る
こ
と
で
す
。「
は
た
し
て
漫

画
家
に
な
る
こ
と
が
本
当
に
自
分
の
夢
な
の
か
」と
、目
標

を
絞
れ
な
く
な
り
、夢
を
追
い一
途
に
漫
画
家
を
目
指
す
の

か
、安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
企
業
に
就
職
す
る
か
を
決

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
生
の
岐
路
に
、今
立
っ
て
い
ま
す
。正

直
、こ
れ
に
は
受
験
時
よ
り
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、私
は
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
て
悩
ん

で
日
々
悶
々
と
し
な
が
ら
も
、自
分
の
人
生
の一
歩
一
歩
を
確

か
に
踏
み
し
め
て
成
長
し
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。自
分

が
何
者
に
な
る
か
、将
来
が
ど
う
な
る
の
か
は
、暗
闇
に
一

歩
を
踏
み
出
し
て
み
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
。そ
の一
歩

を
踏
み
し
め
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
こ
そ
が
大
き
な
困
難
を

乗
り
越
え
る
要
な
の
だ
と
、拙
い
22
年
の
人
生
で
私
が
学

ん
だ
教
訓
で
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、そ
の
教
訓
を
胸
に
、私

は
私
の
人
生
を
歩
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
旅

路
に
幸
あ
れ
。

期
生
　
井 

上
　
雅 

由

23

同窓生より一言

　クラス会をしませんか？

　年に１度１会合につき１回３万円を限度に補助します。条件は以下の通りです。

　　・同窓会員のみの参加で、親睦を図る目的であること

　　・事前に届出を行うこと

　　・組または部･クラブを会の単位とすること（同一組での複数の届出は不可）

　　・１会合につき10名以上同時に同一会場に集合する会合であること

　　・参加者全員が満20歳以上であること

　　・風俗営業法に定める施設での開催には補助しない

　　・利用者は会合後領収書または請求書及び参加者名簿を添えて、事務局に申請すること

　　※補助の申し込みは先着順で、各年度において補助の予算が消化され次第補助を停止します。

　同時に、クラス会写真＆一言コメントも募集しています。

　この機会にぜひ級友とのクラス会を計画してくださいね！

親睦会に参加した同窓生から、コメントをいただきました。

一部ですが、紹介させていただきます。

　「私の在学中より立派になっていて驚きました」

　「14期生（2004年卒業生）みんな集まれ!!」

　「次は３年後、50人は来てほしいですね」

　「少人数でしたが先輩の方々とお話できてよかったです」

　「NEVER  GIVE  UP!!!!!!」

　「在校生の皆さん、青春を楽しんで下さい」

　「困難に負けず、逆境に打ち勝とう!!」

　�「久々にキレイな食堂・チャペルに来て、いろいろな環境が整えられた学校だったんだと改めて実感しました。また寄せていただきます」

　「また次に行われる同窓会が楽しみです」

次回は2018年に親睦会開催です。ぜひ、ご参加ください！

光泉中学・高等学校同窓会会報2016年３月31日 第 24 号 （4）


